
平 成 ２ ４ 年 度 第 １ 回 午前の部
電気通信主任技術者試験問題 法規・設備及び設備管理

注 意 事 項
１ 試験開始時刻 １０時００分

２ 試験科目別終了時刻

試 験 科 目 科 目 数 終 了 時 刻

「法規」のみ １ 科 目 １１時２０分

「伝送交換設備(又は線路設備)及び設備管理」のみ １ 科 目 １１時４０分

「法規」及び「伝送交換設備(又は線路設備)及び設備管理」 ２ 科 目 １３時００分

３ 試験種別と試験科目別の問題(解答)数及び試験問題ページ

問 題 ( 解 答 ) 数 試験問題
試 験 種 別 試 験 科 目

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ ペ ー ジ

法 規 ６ ６ ６ ６ ６ 1～13
伝送交換主任技術者

伝送交換設備及び設備管理 ８ ８ ８ ８ ８ 14～26

法 規 ６ ６ ６ ６ ６ 1～13
線 路 主 任 技 術 者

線路設備及び設備管理 ８ ８ ８ ８ ８ 27～41

４ 受験番号等の記入とマークの仕方

(1) マークシート(解答用紙)にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。

(2) 受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。

(3) 生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の｢０｣もマークしてください。

[記入例] 受験番号 ０１ＡＢ９４１２３４ 生年月日 昭和５０年３月１日

５ 答案作成上の注意

(1) マークシート(解答用紙)は１枚で、２科目の解答ができます。

｢法規｣は赤色(左欄)、「伝送交換設備(又は線路設備)及び設備管理｣(｢設備及び設備管理｣と略記)は緑色(右欄)です。

(2) 解答は試験科目の解答欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆(ＨＢ又はＢ)で濃く塗りつぶしてください｡

① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。

(3) 免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。

(4) 受験種別欄は、あなたが受験申請した試験種別を○で囲んでください。(試験種別は次のように略記されています。)

① 伝送交換主任技術者は､ 『伝 送 交 換』

② 線路主任技術者は、 『線 路』

(5) 試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。

６ 合格点及び問題に対する配点

(1) 各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。

(2) 各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。

マークシート(解答用紙)は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。

受 験 番 号

(控 え)

(今後の問い合わせなどに必要になります。)

受　　験　　番　　号
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6 666

77 777

8
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昭
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平
成 Ｈ

Ｔ
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試 験 種 別 試 験 科 目

伝送交換設備
伝 送 交 換 主 任 技 術 者

及び設備管理

問１ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ドメイン名とＤＮＳの概要について述べたものである。 内の(ア)～

(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同

じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ドメイン名は (ア) 型の構造を持っており、最上位はルートといわれる。ルートから始

まり最下位のＷＷＷなどで終わるドメイン名は、一般に、完全修飾ドメイン名といわれる。

ドメイン名は、ＩＰアドレスと同じように、インターネット上で通信相手を識別するもので

あり、英字や数字などで表現できるため、ＩＰアドレスと比較して分かりやすいが、そのまま

ではインターネット上での通信はできない。

インターネット上で通信するためドメイン名をＩＰアドレスに変換する際には、ＤＮＳへ問

い合わせを行う。この問い合わせは、クライアントサーバモデルでモデル化され、一般に、問

い合わせを行うクライアントは (イ) といわれ、問い合わせを受けるサーバは (ウ)

サーバといわれる。

(ウ) サーバは、一般に、ドメインを管理しているホストやソフトウェアのことを意味

しており、サーバが設置されている (ア) のドメインに関する (エ) 情報を管理する

とともに、一般に、ドメインごとに２台以上で運用され、定期的に通信を行い、 (エ) 転

送することにより、１台が故障しても残っているサーバで運用が継続可能となっている。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 公開鍵 ② メール ③ ブラウザ ④ ユーザエージェント

⑤ バス ⑥ ネーム ⑦ メッシュ ⑧ ログイン

⑨ ゾーン ⑩ リング ⑪ リゾルバ ⑫ レジストラ

⑬ 階 層 ⑭ ＳＩＰ ⑮ ＨＴＴＰ ⑯ プロキシ
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(２) 次の文章は、アクセス回線の伝送技術について述べたものである。 内の(オ)、(カ)

に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) アクセス回線の伝送技術の種類と特徴について述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(オ) である。

<(オ)の解答群>

① １対のメタリック回線を用いて双方向伝送する技術には、ＩＳＤＮの加入者線

伝送方式がある。この加入者線伝送方式には、ピンポン伝送といわれるＴＣＭ方

式とハイブリッド回路を用いて上りと下りの信号を分離するエコーキャンセラ方

式とがある。

② メタリック回線を用いてＩＳＤＮより高速な伝送を行う技術には、ｘＤＳＬが

ある。ｘＤＳＬには、ＨＤＳＬ、ＳＤＳＬ、ＡＤＳＬなどの方式があり、ＡＤＳＬ

は上り下りの伝送速度が異なっている。

③ 光ファイバケーブルを用いて双方向伝送する技術には、ＰＯＮなどがある。

ＰＯＮシステムでは、一般に、ユーザから設備センタへの上りのアクセス方式と

してＴＤＭＡが用いられている。

④ 同軸ケーブルと光ファイバケーブルを用いて双方向伝送する技術には、ハイブ

リッドシステム構成を採るＨＦＣがある。ＣＡＴＶのＨＦＣは、一般に、センタ

側の幹線系に既設の同軸ケーブルが用いられ、ユーザ宅に近い分配系に光ファイ

バケーブルが用いられている。

(ⅱ) ＰＯＮシステムの種類と特徴について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (カ)

である。

<(カ)の解答群>

① ＰＯＮシステムには、光ファイバによる１心双方向伝送を用いた国際標準規格

として、Ｂ－ＰＯＮ、Ｇ－ＰＯＮ、ＧＥ－ＰＯＮなどといわれる方式がある。

② Ｂ－ＰＯＮにおいて使用される光信号の波長には、ユーザから設備センタへの

上り信号用、設備センタからの下り信号用及び下りの映像配信用の割当てがある。

③ Ｇ－ＰＯＮは、上り方向と下り方向の伝送速度が非対称の通信及び上り下り方

向とも同一速度の通信に使用可能とされている。

④ Ｅｔｈｅｒｎｅｔフレーム形式のデータを上り方向に伝送する場合、Ｂ－ＰＯＮ

では５３ＢyteのＡＴＭセルに分割収容して転送するのに対し、ＧＥ－ＰＯＮで

は可変長のフレームで転送する。

⑤ ＧＥ－ＰＯＮは、Ｅｔｈｅｒｎｅｔフレームのデータ伝送を目的としたＰＯＮ

方式であり、Ｇ－ＰＯＮと比較して、下り信号の最大伝送速度が約２倍に高速化

されている。
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(３) 次の文章は、Ｎｏ.７共通線信号方式について述べたものである。 内の(キ)、(ク)

に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) Ｎｏ.７共通線信号方式を適用している通信網の構成などについて述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① Ｎｏ.７共通線信号方式を適用している通信網は、一般に、通話回線で構成され

る網及び信号専用の回線などで構成される信号網からなる。

② 信号網を構成する個々の信号専用の回線は信号リンクといわれ、呼処理及び網

管理で使用される情報などが転送される。

③ 信号網では、一つの信号専用の回線を用いて複数の通話回線を制御することか

ら、信号網は、高い信頼性が確保される必要があるため、一般に、複数の面構成

が採られている。

④ Ｎｏ.７共通線信号方式の信号処理機能を持つノードは、一般に、信号局といわ

れ、各信号局は一意に識別できる信号局コードが付与される。

⑤ 発信号局と着信号局との間で信号メッセージが転送される経路は信号ルートと

いわれ、この経路には、一般に、ＳＥＰといわれる信号中継局及び信号リンクが

含まれる。

(ⅱ) Ｎｏ.７共通線信号方式の機能構成などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。

Ａ 共通線信号方式は、交換機相互間の通話回線の設定、解放などの処理を行う回線対応信号

機能に適用されるとともに、交換機とサービス制御ノードなどとの間で回線接続処理と直接

対応しない処理を行う非回線対応信号機能にも適用される。

Ｂ 共通線信号方式の機能は、メッセージ転送部(ＭＴＰ)、信号接続制御部(ＳＣＣＰ)、電話

ユーザ部(ＴＵＰ)、ＩＳＤＮユーザ部(ＩＳＵＰ)、トランザクション機能部(ＴＣ)などの機

能ブロックから構成されている。

Ｃ メッセージ転送部は、レベル１の信号リンク機能部、レベル２の信号データリンク部及び

レベル３の信号網機能部で構成され、信号接続制御部と合わせてＯＳＩ参照モデルのレイヤ

４の機能を実現している。

<(ク)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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問２ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、通信衛星の搭載機器の概要について述べたものである。 内の(ア)～

(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同

じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

通信衛星は、通信用の (ア) と、それをサポートする共通機器によって構成される。

(ア) は、一般に、アンテナ機器と中継器から構成される。通信衛星の中継器は、地球

局から通信衛星に向けて送信されたアップリンク周波数帯の電波を、通信衛星から地球局向け

に送信されるダウンリンク周波数帯の電波に変換するとともに、信号を増幅して送信する。周

波数の変換には、受信周波数を送信周波数に直接変換する方式と、いったん中間周波数に変換

した後、送信周波数に変換する (イ) 方式がある。

共通機器は、一般に、通信衛星の姿勢制御機器、構体、電源機器などから構成される。通信

衛星で使用される姿勢安定方式にはスピン安定方式及び三軸安定方式がある。三軸安定方式の

一つである (ウ) 方式では、一般に、高速で回転するホイールの軸の方向が慣性空間で一

定に保持される性質を利用して一軸を安定させ、他の軸はスラスタや磁気トルクにより安定さ

せることで通信衛星の姿勢を制御している。また、ダウンリンク用のアンテナビーム制御につ

いては、通信衛星本体の姿勢制御との連動が必要であり、特にトラヒックの集中するエリアに

対する (エ) ビームを用いたサービスには、高精度なアンテナビーム制御が要求される。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 推進系 ② スポット ③ ヘテロダイン ④ ゼロモーメンタム

⑤ 広帯域 ⑥ バス機器 ⑦ ブロードバンド ⑧ クロスストラップ

⑨ 再生中継 ⑩ グローバル ⑪ ミッション機器 ⑫ アンテナデスパン

⑬ シングルコンバージョン ⑭ バイアスモーメンタム

⑮ プラットホームデスパン ⑯ トラッキングテレメトリコマンド系

(２) 次の文章は、ＩＰｖ６について述べたものである。 内の(オ)、(カ)に適したものを、

下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) ＩＰｖ６のヘッダなどについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① ＩＰｖ６のヘッダ内には、送信元ＩＰアドレス及び宛先ＩＰアドレスを合わせ

て２０Ｂyteのフィールドが割り当てられている。

② ＩＰｖ６のヘッダは、４０Ｂyteの固定長である基本ヘッダ及び必要により

付加される拡張ヘッダにより構成される。

③ 基本ヘッダには、トラヒッククラス、フローラベル、ペイロード長、ホップ制

限、認証ヘッダ、暗号ペイロードヘッダなどのフィールドがある。

④ ＩＰアドレス空間として１２８bitが割り当てられており、この１２８bit

を１６bitずつに区分し、区分された一つ一つを１０進数で表記したものが

カンマでつながれ、ＩＰｖ６のアドレスとして表記される。
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(ⅱ) ＩＰｖ６の特徴などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① ＩＰｖ６のアドレスは、一般に、ユニキャスト、エニーキャスト及びマルチ

キャストの３種類に分類される。

② ＩＰｖ６におけるアドレス自動設定機能の一つに、ＩＰｖ６ホスト自身が持つ

情報及び同一リンク上のルータから得られる情報を使用したステートレスアドレス

自動生成がある。

③ ＩＰｖ６ホストは、一般に、リンクローカルアドレスの設定を終えた時点で、

ルータを越えたほかのリンク上のＩＰｖ６ノードと通信することができる。

④ ＩＰｖ６におけるｐｉｎｇコマンドは、ＩＰ層の管理と制御の機能を提供する

プロトコルであるＩＣＭＰｖ６のエコー要求メッセージなどを利用している。

(３) 次の文章は、通信用電源設備に用いられる受電装置の概要などについて述べたものである。

内の(キ)、(ク)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。

(３点×２＝６点)

(ⅰ) 受電装置の概要について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (キ) である。

＜(キ)の解答群＞

① 受電装置に具備される機能には、一般に、変電、整流、分配及び保安があり、

保安機能には、ヒューズ、遮断器などが用いられている。

② 受電装置の遮断器は、平常時には電路の開閉により負荷設備の運転と停止に使

用されるが、異常時や事故時には過電流を迅速、確実に遮断して、ほかの負荷設

備などへの波及を防止する役割を持っている。

③ 受電装置には、使用した電力量の計量を行うために電力量計が設置されており、

一般に、電力会社から支給された電力量計が、受電した電力の取引用として用い

られている。

④ 受電装置に接続される負荷側の装置は、一般に、誘導性のものが多いことから

無効電力が発生する。このため、受電装置には、一般に、無効電力を減らすこと

により力率を改善する目的で、進相コンデンサが接続されている。

(ⅱ) 電気事故の原因及び検出機器について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ク) で

ある。

＜(ク)の解答群＞

① 過電流の原因としては、高圧ヒューズの劣化による溶断や遮断器の劣化による

遮断があり、過電流継電器などで検出している。

② 短絡の原因としては、三相配線における一相の対地間の絶縁劣化があり、過電

流継電器などで検出している。

③ 地絡の原因としては、猫、蛇、ネズミなどによる電路の導体への接触があり、

地絡継電器などで検出している。

④ 欠相の原因としては、配線の絶縁劣化や接続部の接触不良があり、欠相検出装

置などで検出している。
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問３ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、工事管理の概要について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適

したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同

じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

工事管理には様々な管理の種類があり、その代表的なものとして、工程管理、品質管理、原

価管理及び (ア) 管理がある。

工程管理では、一般に、計画工程と対比させて出来高の進捗状況を実施工程として管理する

方法が用いられる。縦軸に工事出来高の累計を、横軸に工期(日数)をとったグラフを用いると、

実施工程の示す線形は、一般に、 (イ) となる。

品質管理では、一般に、管理の対象となる品質データにはばらつきが存在することから、
．．．．

(ウ) 的な手法によって規格を満足しているかを推測する方法が用いられる。

原価管理では、一般に、一定の質の材料、一定の設備・労働力など、設定された一定の条件

のもとで、可能な最低の原価をもって、最高の結果を確保するという概念が用いられる。

(ア) 管理では、労働災害を未然に防止するための活動が行われる。

これら四つの管理は、それぞれ独立しているものではない。例えば、品質と工程、品質と原

価の間には、それぞれ (エ) 関係があるため、これらをどう調整するかが、工事管理の重

要なポイントである。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 納 期 ② 衛 生 ③ 比例する ④ Ｓ字曲線

⑤ 労 務 ⑥ 計 画 ⑦ 平行直線 ⑧ 互換できる

⑨ 実 務 ⑩ 経 済 ⑪ 統 計 ⑫ Ｕ字曲線

⑬ 安 全 ⑭ 放物線 ⑮ 相反する ⑯ 相互補完の

(２) 次の文章は、品質管理などに用いられる新ＱＣ七つ道具及び管理図について述べたものである。

内の(オ)、(カ)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。

(３点×２＝６点)

(ⅰ) 新ＱＣ七つ道具について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① 連関図法では、一般に、いくつかの問題点とその要因間の因果関係を矢印でつ

ないで表した図を問題解決の手段として活用していく方法を用いている。

② ＰＥＲＴやＣＰＭなどで用いられるアローダイヤグラムとは、一般に、必要な

各作業を、その従属関係に従ってネットワークで表した矢線図をいい、アローダ

イヤグラム法では、日程の計画と管理にアローダイヤグラムを用いている。

③ マトリックス図法では、一般に、対になる要素を見つけ出し、これらの要素を

行と列に配置し、その交点に各要素間の関連の有無などを表示することで、交点

から着想のポイントを得て問題解決を効果的に進めていく方法を用いている。

④ 系統図法では、一般に、目的・目標を達成するために必要な手段や方策をメッ

シュ状に展開することにより、問題(事象)の重点を明確にしたり、目的・目標を

達成するための最適な手段や方策を追求していく方法を用いている。
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(ⅱ) ＱＣ七つ道具の一つである管理図のうち、ＪＩＳ Ｚ ９０２１で規定するシューハート管理

図について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① シューハート管理図は、ほぼ規則的な間隔で工程からサンプリングされたデータ

を必要とし、規則的な間隔は、ロットごとなどの量ではなく時間が用いられる。

② シューハート管理図には二つの管理限界線があり、一般に、σを統計量の標準

偏差とすると、中心線から上側へ２σの距離に上方管理限界線、下側へ２σの距

離に下方管理限界線が配置される。

③ シューハート管理図には計量値管理図と計数値管理図があり、不適合数を用い

て工程を評価するｃ管理図及びｕ管理図は、計数値管理図に含まれる。

④ シューハート管理図の用途による分類として管理用管理図と解析用管理図があ

り、一般に、標準値が与えられていない場合の管理図が管理用管理図、標準値が

与えられている場合の管理図が解析用管理図に対応する。

(３) 次の文章は、ＪＩＳ Ｚ ８１４１：２００１生産管理用語について述べたものである。

内の(キ)、(ク)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。

(３点×２＝６点)

(ⅰ) 保全及び保全活動に関する用語について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (キ)

である。

<(キ)の解答群>

① 事後保全とは、設備性能を維持するために、設備の劣化防止、劣化測定及び劣

化回復の諸機能を担う、日常的又は定期的な計画、点検、検査、調整、整備、修

理、取替えなどの諸活動の総称をいう。

② 設備検査とは、設備の性能、構造などについて、設備検査規格に基づいて行う

検査をいう。

③ 設備保全とは、設備に故障が発見された段階で、その故障を取り除く方式の保

全をいう。

④ 予知保全とは、設備の性能、劣化状態などを、設備の運転中に定量的に把握し、

その結果を基にして、設備の信頼性、安全性、寿命の予測を行う活動をいう。

⑤ 予防保全とは、故障が起こりにくい設備への改善又は性能向上を目的とした保

全活動をいう。
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(ⅱ) 資材管理などに関する用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ク)

である。

<(ク)の解答群>

① 資材管理とは、所定の品質の資材を必要とするときに必要量だけ適正な価格で

調達し、要求元へタイムリーに供給するための管理活動をいう。

② 製造委託とは、自社の仕様によって資材及び製品を、外注先へ製造依頼又は加

工依頼する活動をいう。

③ 外注管理とは、生産活動に当たって、内外製の最適分担のもとに、原材料、部

品を安定的に外部から調達するための手段の体系をいう。

④ 外注依存度とは、自社の製品を作るに当たって、原材料及び部品を外部に依存

する割合をいう。

⑤ 在庫引当とは、必要な資材を、必要なときに、必要な量を、必要な場所へ供給

できるように、各種品目の在庫を好ましい水準に維持するための諸活動をいう。

問４ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、システムの信頼性を向上させるための設計技術の一つとして用いられる冗長構成

について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から

選び、その番号を記せ。 (２点×４＝８点)

冗長性の付加方法には、ハードウェアによる方法とソフトウェアによる方法がある。

ハードウェアによる冗長構成は、常用冗長と待機冗長に大別され、常用冗長は、更に並列冗

長と (ア) に分けられる。また、待機冗長は待機の状態によって区別され、待機構成要素

があらかじめ動作に必要なエネルギーの一部の供給を受けており、切換えのとき、全エネルギー

の供給を受け、動作状態となるものは、 (イ) といわれる。

ソフトウェアによる冗長構成には、 (ウ) などを行う時間冗長、情報コードに誤り検出

符号などを付加する情報冗長などがある。また、ソフトウェアによる冗長性の付加は、サブシ

ステムが故障したとき、あらかじめ定められた安全な状態となるようなフェールセーフといわ

れる設計上の手法を用いて、作業の (エ) の手段として利用される場合もある。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 切換冗長 ② 即時処理 ③ 多様性冗長 ④ 作業手順の省略

⑤ 熱予備 ⑥ 多数決冗長 ⑦ パラレル処理 ⑧ 労働時間の短縮

⑨ 再 送 ⑩ 冷予備 ⑪ 安全性の確保 ⑫ 劣化故障の予測

⑬ 温予備 ⑭ 予 約 ⑮ スリープ ⑯ システム予備
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(２) 次の文章は、信頼性などについて述べたものである。 内の(オ)、(カ)に適したもの

を、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) バスタブ曲線などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① アイテムの使用期間中における故障率の時間的変化を示したものは、一般に、

故障曲線又は障害曲線といわれ、アイテムの拡張性を評価するために有効である。

② 故障曲線の代表的なものにバスタブ曲線がある。バスタブ曲線は、一般に、修

理系アイテムの故障曲線として用いられる。

③ バスタブ曲線の初期故障期間における故障率低減のための方策の一つにエージン

グがある。これは、アイテムを使用開始前、又は使用開始後の初期に動作させて、

欠点を検出・除去し、是正することである。

④ バスタブ曲線の偶発故障期間は、故障率がほぼ一定とみなせる期間であり、ア

イテムの通常の使用期間に相当する。この期間の長さは、一般に、故障寿命とい

われる。

⑤ バスタブ曲線の摩耗故障期間は、アイテムの老朽化による故障が多く発生する

期間である。そのため、この期間においては予防保全によるアイテムの取替えが

効果的である。

(ⅱ) 信頼性指標などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① アイテムの信頼度Ｒ(ｔ)は時間ｔの関数であり、Ｒ(０)＝０、Ｒ(∞)＝１とな

る性質を持っている。

② 修理系のアイテムにおいて、最初の故障が発生するまでの動作時間の平均値は、

ＭＴＴＦ(故障までの平均時間)といわれる。

③ 修理系のアイテムにおいて、修復時間の平均値は、ＭＴＢＦ(平均故障間動作

時間)といわれる。

④ アイテムがダウン状態にある期間の期待値は、ＭＤＴ(平均ダウン時間)といわ

れる。
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(３) 次の文章は、あるシステムの信頼性について述べたものである。 内の(キ)、(ク)に

最も適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。ただし、それぞれの装

置は、偶発故障期間にあるものとする。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 装置Ａの故障率が０.４％／時間であるとき、固有アベイラビリティが９８.０％である

ためにはＭＴＴＲは、 (キ) 時間でなければならない。ただし、答えは、四捨五入によ

り小数第２位までとする。

<(キ)の解答群>

① ０.５０ ② ３.９２ ③ ５.００ ④ ５.１０ ⑤ １０.２０

(ⅱ) 信頼度７０ ％ である装置Ｂを複数台並列に接続し、信頼度を９９.９ ％ 以上とする

ためには、装置Ｂを少なくとも (ク) 台構成とする必要がある。ただし、必要に応じ

log ０.３＝－０.５２３、 log ０.７＝－０.１５５の値を用いること。10 10

<(ク)の解答群>

① ４ ② ５ ③ ６ ④ ７ ⑤ ８
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問５ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＩＳＭＳ適合性評価制度について述べたものである。 内の(ア)～(エ)

に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記

号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＩＳＭＳ適合性評価制度は、ＩＳＭＳが基準に則り、適切に組織内に構築運用されているこ

とを、正式に認定された審査登録機関と審査員が所定の判断基準により評価し、要求される規

格、基準に適合していると認めた場合、認証を付与するとともに登録する制度である。適合性

を評価するための基準は、国際標準ＩＳＯ／ＩＥＣ (ア) が国内標準として規格化された

ＪＩＳ Ｑ (ア) である。

この制度は、国際的にも整合性のとれた情報セキュリティマネジメントシステムに対する適

合性評価制度であり、国の情報セキュリティレベル全体の向上に貢献するとともに、諸外国か

らも信頼が得られる情報セキュリティレベルを達成することを目的としている。国内では、こ

の制度は、現在、 (イ) を中心に運用されている。認証の有効期間は、 (ウ) 年間で

あり、認証登録後は通常１年ごとに維持審査が行われ、有効期限が切れる年には更新審査を受

ける必要がある。

ＩＳＭＳの一般要求事項は、ＩＳＭＳの確立、ＩＳＭＳの導入及び運用、ＩＳＭＳの監視及

びレビュー、ＩＳＭＳの維持及び改善という (エ) サイクルに従いまとめられており、組

織は、ＩＳＭＳにかかわる方針や記録を文書として作成、保管することが求められる。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ３ ② ５ ③ ７ ④ １０

⑤ ９００１ ⑥ １４００１ ⑦ １８００１ ⑧ ２７００１

⑨ ＴＣＡ ⑩ リスク ⑪ 監 査 ⑫ ＪＩＰＤＥＣ

⑬ ＰＤＣＡ ⑭ ＴＴＣ ⑮ ＡＲＩＢ ⑯ 計 画
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

コンピュータウイルス検出手法及びコンピュータウイルスに感染した場合の対処方法につい

て述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ パターンマッチング方式では、既知のウイルスのパターンが登録されているウイルス定義

ファイルと、検査の対象となるメモリやファイルなどを比較してウイルスを検出している。

Ｂ チェックサム方式は、ハードディスク内にある実行可能ファイルが改変されていないかを

検出し、ウイルス名を特定することが可能である。

Ｃ コンピュータウイルスに感染したと思われる兆候がみられたら、コンピュータの異常な動

作を止めるために再起動を行い、その後、コンピュータウイルスを駆除する。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

標的型攻撃について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① 電子メールの送付元を送信先の知人や取引先企業などになりすまし、攻撃対象を

特定の集団、組織、個人などに絞ってウイルスを送りつける攻撃は、一般に、標的

型攻撃といわれる。

② 標的型攻撃では、電子メールに添付されたファイルは通常のデータファイルと見

分けがつかない形に偽装され、ファイルを開いた後に文書などが表示される場合も

あるため、添付されているファイルにウイルスが仕込まれていると気付かないこと

がある。

③ 標的型攻撃では、ウイルスに感染したコンピュータがインターネット上に存在す

る攻撃者用制御サーバと通信することがある。この通信に用いられるプロトコルに

はＩＲＣプロトコルや独自プロトコルが用いられ、ＨＴＴＰは用いられない。

④ 標的型攻撃の特徴として、攻撃を受けた被害者が気付かなければ攻撃自体が長期

にわたって表面化しないこと、攻撃対象が絞られているためにセキュリティベンダ

による検体の入手が難しいことなどが挙げられる。

⑤ 標的型攻撃に対するユーザ側の対策として、ＯＳやアプリケーションを最新の状

態にするためアップデートを行いコンピュータの脆弱性を作らないこと、不正侵入
ぜい

防止システムやウイルス対策ゲートウェイを導入することにより複数のポイントで

複数の仕組みを使って攻撃を防ぐ多重防御を行うことなどが挙げられる。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

デジタル署名について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① Ｓ／ＭＩＭＥなどで用いられるＣＭＳは、共通鍵暗号を用いたＡＳＮ.１形式のデジ

タル署名フォーマットである。

② デジタル署名は、データの受信者特定による否認防止、改ざん検出や認証などに

利用されている。

③ デジタル署名には、一般に、公開鍵暗号の技術が用いられることが多いが、不特

定多数に対してデジタル署名を提供する場合には共通鍵暗号の技術が用いられるこ

とが多い。

④ ＤＳＡデジタル署名は、離散対数問題の困難性を利用したもので、署名の生成に

ハッシュ関数が用いられている。

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＲＡＤＩＵＳについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① リモートアクセスにおける認証情報などを一元管理する仕組みであるＲＡＤＩＵＳ

は、クライアント・サーバ型の認証方式を採っている。

② ＲＡＤＩＵＳには、認証、認可及びアクセスの三つの機能があり、総称してＡＡＡ

機能といわれる。

③ ＲＡＤＩＵＳサーバとアクセスサーバ間のＲＡＤＩＵＳメッセージの転送には、

ＵＤＰが用いられる。

④ ＩＥＥＥ８０２.１Ｘは、有線ＬＡＮに対しても無線ＬＡＮに対しても対応でき

る認証方式に関する規格であり、一般に、認証サーバとしてＲＡＤＩＵＳサーバが

用いられる。



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 

なお、試験問題では、R 及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 
(3) 試験問題、図中の抵抗器及びトランジスタの表記は、旧図記号を用いています。 

 

 

 

 
(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 
(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 

［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい)  ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい)  など 

 
(6) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 

 
(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(８) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 

 
(９) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 
(１０) 法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しを表しています。 

また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(   )表記箇所の省略や部分 

省略などをしている部分がありますが、(   )表記の省略の有無などで正誤を問うような出題はしておりません。 

 

新 図 記 号 旧 図 記 号 新 図 記 号 旧 図 記 号


